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2020/11/01 

情報センター 

テスト／アンケートの問題スタイル 
テスト/アンケートの「問題編集」画面で、どの形式の問題を作るかを選びます。 

 

それぞれの設問スタイルについて説明します。 

単数選択式（radio） 

複数の選択肢の中から 1 個の選択肢を正解とする択一問題を作成することができます。 

 

（学生への表示画面）     （作成画面） 

 

 

 

 

 

選択肢は 99 個まで作成できます。 

正解にチェックを入れます。 
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複数選択式（checkbox） 

複数の選択肢の中から複数の選択肢を正解とする選択問題を作成することができます。 

部分点はありません。 

 

（学生への表示画面）  （作成画面） 

 

 

 

 

 

 

単語/数値入力（wordinput） 

最大 500 文字の回答を入力できる穴埋め問題を作成できます。部分点があります。 

 

（学生への表示画面） 

 

 

 

（作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の正解にチェックを入れます。 

解答にアルファベットが含まれる場

合は大文字小文字、全角半角の

区別に注意して下さい。 

正答文字列欄に A or B と入力し、複数の正解を指

定する場合は、or の前後に必ず半角スペースを入れて

下さい。 
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記述式（TEXT） 

字数制限を利用した論述問題を作成できます。コース管理者が採点する必要があります。 

 

（学生への表示画面）              

 

 

 

 

 

 

 

（作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル選択（level） 

段階ごとの選択肢の中から選択させるようなアンケート教材のための問題スタイルです。 

 

（学生への表示画面） 

 

（作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

制限文字数を設定します。何も設定しない場合は

20,000 文字まで入力できます。 



4 

 

ドロップダウン選択肢（dropdown） 

複数の問いに選択肢の中から 1 つずつ選択させる穴埋め問題を作成できます。 

正答番号を「or 」でつなげることで複数の選択肢を正解とすることができます。 

 

（学生への表示画面）     （作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢のみ（line） 

「単数選択式」と似ていますが、選択肢の中に回答を記述することができないので、問題文に 

選択肢を記述する場合に用いることができます。 

正解は１つのみ選択できます。 

 

（学生への表示画面） 

 

（作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢候補は 50 個まで入力できます。 

複数の正解を指定する場合は、正答番号欄に 

2 or 3 のように入力し、or の前後に必ず 

半角スペースを入れて下さい。 
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レポート提出（report） 

ファイルを提出させることができます。デフォルトでは提出できるファイルの種類に制限はありませんが、設定によって特定

の種類のみ受け取ることができます。 

一部の Android 端末および iOS 5 以前では使用できません。 

 

（学生への表示画面）      （作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マッチング（matching） 

A 群と B 群の選択肢をそれぞれ対応付させる問題を作成できます。 

 

（学生への表示画面）     （作成画面） 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出させるファイルのサイズや種類を制限できます。 

（学生は 1 ファイル最大 10MB まで） 

A 群のそれぞれに対応するものの番号を B 群から選

択します。 
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順序付け（ordinal） 

整序問題を作成できます。 

 

（学生への表示画面）     （作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表形式（matrix） 

表を使ったマッチング問題を作成できます。 

下記のようにアンケートで使用することもできます。 

 

（ 学 生 へ の 表 示 画 面 ）       

（作成画面） 

 

 

                              

                            

 

 

 

それぞれの行につき１つずつ選択できま

す。 
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表形式（2）（rubric） 

表形式と同じマッチング問題を作成できます。 

表形式と表形式（2）の違いは選択肢にコメントを入れることができる点です。 

 

（学生への表示画面）       （作成画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢にコメントの入力が可能です。 
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